
 

観光地域づくり法人形成･確立計画 

 

記入日：令和 6 年 7 月 17日 

 

１．観光地域づくり法人の組織 
 

申請区分 

※該当するものを

○で囲むこと 

広域連携ＤＭＯ･地域連携ＤＭＯ･地域ＤＭＯ 

観光地域づくり法

人の名称 
一般社団法人噴火湾とようら観光協会 

マネジメント・マ

ーケティング対象

とする区域 

区域を構成する地方公共団体名 

北海道虻田郡豊浦町 

所在地 北海道虻田郡豊浦町字旭町２１ー２ ＪＲ豊浦駅２階 

設立時期 平成３０年６月２０日 

事業年度 ４月１日から翌年３月３１日までの１年間 

職員数 ６人【常勤５人、非常勤１人】 

代表者（トップ人

材：法人の取組につ

いて対外的に最終

的に責任を負う者） 

 

（氏名） 

金丸  孝 

（出身組織名） 

（一社）噴火湾とようら 

観光協会 理事長 

（一社）噴火湾とようら観光協会の理事長として、

豊浦町の観光地域づくりを推進。噴火湾とようら

観光協会理事長就任前より、ＮＰＯ法人豊浦観光

ネットワーク理事長として豊浦町における観光振

興の取組に携わる。各種企業、地域住民等の様々な

人脈を有しているとともに、商工会、漁協、農協や

西胆振地域の経済界との繋がりも太く、地域の観

光振興を牽引している。 

データ分析に基づ

いたマーケティン

グに関する責任者

（ＣＭＯ：チーフ・

マーケティング・オ

フィサー 

（氏名） 

徳田 照男「専従」 

（出身組織名） 

（一社）噴火湾とようら 

観光協会 専務理事 

設立時の平成３０年６月より現職。以前は豊浦町

商工会に３７年間勤務。事務局長として１７年間

の経験、実績を通して、マーケティング、ブランデ

ィング、地域活性化について知見と能力を有し、事

業者をはじめ各方面のパイプ役となっている。 

財務責任者 

（ＣＦＯ：チーフ・

フィナンシャル・オ

フィサー） 

（氏名） 

秋田 雅道  

（出身組織名） 

伊達信用金庫 常勤理事 

令和４年４月より現職。伊達信用金庫にて２９年

の勤務実績。令和３年６月より伊達信用金庫常勤

理事として、財務管理についての知見と能力を有

する。中小企業診断士保有。 

事業構築・ 

運営担当 

（専門人材） 

（氏名） 

岡本 貴光「専従」 

（出身組織名） 

（一社）噴火湾とようら 

観光協会 事務局長 

町産業観光係長として平成３０年より観光協会の

設立を担当し、同年７月より派遣職員（事務局長）

として組織運営全般を担当。令和５年３月末に豊

浦町を退職し、同年４月に観光協会へ完全移籍。 
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旅行商品の 

造成・販売・情報発

信担当 

（専門人材） 

（氏名） 

田中 博子「専従」 

（出身組織名） 

（一社）噴火湾とようら 

観光協会 事務局次長 

テレビ局での制作業務や旅行会社での添乗業務経

験を有し、旅行商品の造成、情報発信ツール整備な

ど業務全般に従事。国内旅行業取扱管理者。 

総務担当 

（専門人材） 

（氏名） 

青木  薫「専従」 

（出身組織名） 

（一社）噴火湾とようら 

観光協会 事務局主任 

豊浦町商工会に１３年間勤務。各種受託管理業務

や地域との調整など業務全般に従事。 

施設運営担当 

（専門人材） 

（氏名） 

野村 紳也「専従」 

（出身組織名） 

豊浦町地域おこし協力隊 

豊浦町地域おこし協力隊「観光協会支援員」として

各キャンプ場運営や地場産物販売加工施設などの

管理運営の業務全般に従事。 

連携する地方公共

団体の担当部署名

及び役割 

豊浦町 水産商工観光課（観光振興、産業振興、漁業振興） 

    政策財政課（地方創生、ふるさと納税、総合計画、地域公共交通） 

    教育委員会 生涯学習課（学校教育、社会教育） 

    町民課（アイヌ関連施策） 

 

連携する事業者名

及び役割 

 

豊浦町商工会（受入環境の整備、商工業者との連携） 

いぶり噴火湾漁業協同組合（漁業体験プログラム造成、食と観光の連携） 

とうや湖農業協同組合（農業体験プログラム造成、食と観光の連携） 

天然豊浦温泉しおさい（宿泊） 

伊達信用金庫（事業推進のための資金調達に関する助言及び協力） 

北海道新聞社室蘭支社（事業推進のための情報発信に関する助言及び協力） 

株式会社北海道宝島旅行社（着地型旅行商品の開発） 

株式会社ＪＴＢ北海道事業部（着地型旅行商品の開発） 

株式会社スノーピーク地方創生コンサルティング（キャンプ関連事業の開発） 

北海道豊浦アイヌ協会（アイヌ文化関連観光プロモーション） 

豊浦町郷土研究会（自然、歴史、文化の伝承に関する助言及び協力） 

北海道旅客鉄道株式会社（２次交通対策） 

道南バス株式会社洞爺営業所（２次交通対策） 

有限会社豊浦ハイヤー（２次交通対策） 

北海道登別洞爺広域観光圏協議会（広域観光振興事業） 

北海道新幹線×ｎｉｔｔａｎ地域戦略会議（広域観光振興事業） 

洞爺湖周辺地域観光対策協議会（広域観光振興事業） 

ようてい・西いぶり広域連携会議（広域観光振興事業） 

はしっこ同盟（広域観光振興事業）  

 

官民･産業間･地域

間との持続可能な

連携を図るための

合意形成の仕組み 

（該当する登録要件） 

①取締役、理事など観光地域づくり法人の意思決定に関与できる立場で行政、

文化、スポーツ、農林漁業、交通等の幅広い分野の関係団体の代表者が参画 

 (概要) 

観光地域づくり法人の母体である一般社団法人噴火湾とようら観光協会の理事

会は、行政、観光、商工、金融等の分野に携わる多様な関係者により選出され

ている他、地域内外の多様な関係団体で一般社団法人を構成し、必要に応じ

て専門部会を開催することで、持続可能な観光地域づくりを推進し各種合意

形成を図る。 
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地域住民に対する

観光地域づくりに

関する意識啓発・

参画促進の取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「住んで良し、訪れて良し」を標榜する観光地域づくり法人として、出来るだ

け多くの地域住民を巻き込み、来訪して満足してリピーターとなってくれる交

流人口を増やすことによって、豊浦町の老若男女のシビックプライドを高め

る。また SDGsに興味関心の高い欧米等の外国人等、多様な観光客を積極的に

受け入れることで、ダイバーシティへの理解を深め、地域の持続可能性を担保

する。豊浦町が、地域住民が誇りを持って暮らし続けたいマチ、外から訪れる

観光客が住んでみたいもしくは交流・関係を続けたいマチとなれるように、以

下の取組みを実施している。 

 

◆豊浦町民が地域の観光資源について理解を深め、観光客に対するガイド活動

や危機管理を実践できるよう研修会等を開催し、住民参加型の観光まちづくり

を推進する取組みを行っている。 

 

【活動実績】 

 ・平成３０年１０月２０日 【とようら観光ガイドサポーター勉強会】 

 ・平成３０年１０月２４日 【とようら観光ガイドサポーター勉強会】 

 ・令和 元年 ６月１９日 【体験プログラムづくりワークショップ】 

 ・令和 元年１１月 ６日 【体験プログラムづくりワークショップ】 

 ・令和 ２年 ６月 ３日 【体験プログラムづくりワークショップ】 

 ・令和 ２年 ６月１７日 【体験プログラムづくりワークショップ】 

 ・令和 ２年１０月 ８日 【体験プログラムづくりワークショップ】 

 ・令和 ３年１０月２５日 【体験プログラムづくりワークショップ】 

・令和 ４年 ９月２９日 【体験プログラムづくりワークショップ】 

・令和 ４年１０月 ７日 【体験プログラムづくりワークショップ】 

・令和 ４年１０月１６日 【体験プログラムづくりワークショップ】 

・令和 ５年１１月２８日 【フィールドワーク】 

 

【とようら観光ガイドサポーター勉強会の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【体験プログラムづくりワークショップの様子】 
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地域住民に対する

観光地域づくりに

関する意識啓発・

参画促進の取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆豊浦中学校での総合学習にも講師として積極的に協力し、２年生は２１時間

のカリキュラムで、国連が国際観光年（１９６７年）に掲げたスローガンであ

る「観光は平和へのパスポート」をテーマとしたふるさと学習を行い、「住み

続けたい町づくり」を検討するワークショップ等を実施することで次世代を担

う町民へ観光地域づくりの重要性を伝える取組みを行っている。 

【中学校でのふるさと学習の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【活動実績】※令和５年度実績 

・ ９月２８日【オリエンテーション ２Ｈ】 

・１０月１２日【体験プログラム参加 ２Ｈ】 

・１０月１６日【Ｕターンした先輩からの「マチの魅力」講話 ２Ｈ】 

 ・１１月 １日【政策検討ワークショップ ルール説明 １Ｈ】 

 ・１１月 ７日【政策検討ワークショップ アイデア出し ３Ｈ】 

 ・１１月 ９日【政策検討ワークショップ 企画書作成 ２Ｈ】 

 ・１１月１４日【政策検討ワークショップ プレゼン資料作成 ２Ｈ】 

 ・１１月２２日【政策検討ワークショップ プレゼン資料作成 １Ｈ】 

 ・１１月３０日【政策検討ワークショップ プレゼン練習 ２Ｈ】 

 ・１２月 ４日【政策検討ワークショップ プレゼン練習 １Ｈ】 

 ・１２月 ７日【政策プレゼン発表会 ３Ｈ】 

 ※豊浦町長、副町長、教育長へのプレゼン実施 

◆豊浦町内の２０～４０代の異業種３０名ほどで構成された「TOYOURA世界ホ

タテ釣り協会」と連携し、ホタテ釣り体験の商品造成や販売促進に向けたＰＲ

活動を行うなど、インバウンド受入の体制整備に取組んでいる他、基幹産業で

あるホタテ漁のＰＲも兼ねた「豊浦町ホタテオーナー制度」の実施について

は、漁協青年部との連携で事業推進しており、若手世代の積極的参画にも取組

んでいる。（オーナー制度はコロナ禍で中止） 

 なお、「TOYOURA世界ホタテ釣り協会」が観光庁・スポーツ庁・文化庁の３庁

連携事業として開催された「スポーツ文化ツーリズムアワード 2020」におい

て、これまでの取り組みが評価され、特別賞である【食文化ツーリズム賞】を

受賞している。 

【ホタテ釣りＰＲイベント（札幌ドーム）＆インバウンド体験受入れの様子】 
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地域住民に対する

観光地域づくりに

関する意識啓発・

参画促進の取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【スポーツ文化ツーリズムアワード 2020 認定証＆新聞記事（北海道新聞）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆当協会が管理運営を行っている「豊浦渚パークゴルフ場」にて、町民の交流

促進と健康増進を目的とした「観光協会杯パークゴルフ大会」を開催し、施設

利用の普及や当協会の活動について参画促進を図っている。 

【開催実績】 

  ※令和２年～３年度はコロナ禍のため開催中止 

 ・第４回大会 令和 ４年 ６月 ８日  参加者  ７９名 

 ・第５回大会 令和 ４年 ９月１５日  参加者  ８５名 

 ・第６回大会 令和 ５年 ６月 ９日  参加者  ７３名 

 ・第７回大会 令和 ５年 ９月 ８日  参加者  ７３名 

【パークゴルフ大会の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆豊浦町ではホタテ養殖の際、「耳づり」と呼ばれる養殖方法でホタテ貝にピ

ンを刺し、海中のロープに吊るして育てられておりますが、ピンやロープか

ら落ちずに水揚げされたホタテのみ出荷されており、豊浦町のホタテはまさ

に「落ちないホタテ」です。 

 そこに着目し、験担ぎで「落ちないホタテ」の合格祈願お守りをホタテの貝

殻で制作し、高校受験を控える中学生に激励の言葉を添えて手渡しておりま

す。 
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地域住民に対する

観光地域づくりに

関する意識啓発・

参画促進の取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆「広報とようら」（町の広報誌）や、全戸配布により「SMILE通信」を発行し

当協会の取組みについて情報掲載するなど、観光地域づくりに関する意識啓

発を促進している。 

 【広報とようら 令和元年１０月号より】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【TOYOURA SMILE通信 令和６年６月号】 
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地域住民に対する

観光地域づくりに

関する意識啓発・

参画促進の取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆衆議院の解散総選挙（令和 3年 10/19公示‐10/31投開票）の日程に合わ

せ、特産のホタテに限らず豊浦町で水揚げされる代表的な海の幸を「立候補

者」として見立て、人気№１を決定する投票企画「海産総選挙」を開催する

ことで、豊富な魚種が水揚げされる「海のマチ」豊浦町を全国の方に知って

いただくこと、また地域資源の豊かさを全国に発信することで、郷土に対す

る誇りを醸成することを目的として、各種メディアでの情報発信を展開。 

 選挙期間中、連日全国ニュース等で報道されたことで、地域住民からも高い

関心が寄せられた。 

 【海産総選挙 選挙ポスター】 
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法人のこれまでの

活動実績 

 

 

【活動の概要】 

平成３０年６月設立以降の活動 

1、公的事業 

（1）情報発信・宣伝事業 

 ・観光ＨＰによる情報発信事業（兼予約システムの導入） 

 ・各種ＳＮＳによる情報発信事業（公式 Facebook、Instagram） 

 ・各種マスメディア活用宣伝事業 

 ・観光パンフレット、ポスター制作事業 

 ・観光プロモーション動画制作事業 

 ・観光プロモーションノベルティ制作事業 

 ・小幌フォトコンテスト、フォトカレンダー制作事業 

 ・ＡＲを活用した観光施設情報発信事業  

・ＤＭＯレポート発行事業 

 ・豊浦町アンテナショップ出店調査事業 

 ・海産総選挙🄬 ＷＥＢ展開事業 

（2）セールス・誘致事業 

 ・道内外観光プロモーション事業 

 ・旅行エージェント・マスメディア招聘事業 

 ・教育旅行誘致事業 

 ・スポーツ観光誘致事業 

 ・訪日外国人誘致事業 

 ・秘境到達証明書発行事業 

 ・物産展開催事業 

 ・公式通販サイトの開設 

・広域連携事業 

（3）観光案内・相談対応事業 

 ・観光案内、相談ワンストップサービス事業 

 ・観光ガイド人材育成事業 

 ・豊浦版指さしコミュニケーションシート制作事業 

 ・豊浦中学校での総合学習 

（4）行政事務受託検討事業 

２、自主事業 

（1）体験プログラム造成事業 

（2）新規プラン造成検討事業 

 ・噴火湾クルーズ海上遊覧船実証事業 

 ・アウトドアメーカーと連携したキャンプ場活性化検討事業 

 ・観光レンタサイクル事業 

 ・豊浦漁港セリ見学リモートツアー 

 ・オンライン料理教室 

 ・ホタテのドライブスルー販売会 

 ・「あなたの知らないホタテの世界」動画体験セット販売 

 ・ホタテ釣り体験セットの販売 

 ・「落ちないホタテ」合格祈願お守りの販売 

 ・貸切り列車ガイドツアー 

 ・ＳＵＰヨガ体験、サンセットヨガ体験 

 ・５つ星ホテル経験シェフによるフレンチスタイルＢＢＱ 

（3）新規イベント創出事業 

３、受託事業 

（1）公園整備等受託事業 

（2）指定管理受託事業 
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４、諸会議の開催 

 ・通常総会 

 ・理事会 

 ・町産業観光課との定例ミーティング 

 ・外部専門家会議 

 ・豊浦町山村活性化推進協議会 

ふるさと納税返礼品やＥＣサイトにおける町内特産品の販売増を視野に、地

域資源や市場動向を調査するとともに、ブランド戦略の検討やターゲット選定

にも着手し、一次産品の高付加価値化による事業者所得向上と、ふるさと納税

返礼品としてのブランディング等を行うことで寄附金額向上に繋げ町財政に貢

献することを目的に「豊浦町山村活性化推進協議会」を町役場、商工会、漁

協、農協、観光協会の５団体で設立。農水省の農山漁村振興交付金事業に採択

され、同交付金を活用した各種事業を展開。 

【令和３年度の取組内容】 

＜調査事業＞ 

・地域資源調査、ＥＣ販売運用事例調査、先進地視察（白糠町、別海町 他） 

＜合意形成＞ 

・協議会の開催や定期会合により、関係団体との情報共有と連携推進 

＜付加価値化＞ 

・特産品販売運用方法の検討 

・特産品試作開発（ホタテバターめし）、 

・「ホタテ釣り体験セット」の商品化（ＥＣサイトで６７セット販売） 

・プロモーション素材制作（写真撮影） 

・プロモーション広告（道新広告） 

・グルメ&ダイニングスタイルショー「山の恵みマッチング」ブース出展 

【令和４年度の取組内容】 

＜デジタルマーケティング＞ 

・年度別人気商品比較、品目別人気容量商品比較、人気ＥＣサイト比較、 

サイト別人気商品比較、月別販売数比較… 等の分析 

＜合意形成＞ 

・協議会の開催や定期会合により、関係団体との情報共有と連携推進 

＜商品開発（改良）による商談会出展＞ 

・「ホタテバターしょうゆめし」の改良試作 

・商談会出展によるアンケート調査の実施 

＜ポータルサイト構築＆特産品プロモーション＞ 

・「豊浦町ふるさと特産サイト」の構築    

・プロモーション素材制作（写真撮影） 

・プロモーション用ＳＮＳ広告 

【令和５年度の取組内容】 

＜デジタルマーケティング＞ 

・年度別人気商品比較、品目別人気容量商品比較、人気ＥＣサイト比較、 

サイト別人気商品比較、月別販売数比較… 等の分析 

＜合意形成＞ 

・協議会の開催や定期会合により、関係団体との情報共有と連携推進 

＜商品開発（改良）による商談会出展＞ 

・「干し芋」「焼き芋パイ」の試食を伴うテストマーケティングの実施 

＜ポータルサイト運用＆特産品プロモーション＞ 

・「豊浦町ふるさと特産サイト」の運用    

・プロモーション素材制作（写真撮影） 

・プロモーション用ＳＮＳ広告 
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【定量的な評価】 

＜自主事業＞ 

（１）体験プログラム造成事業 

【体験受入状況報告】平成３０年７月～令和５年３月末（累計） 

・豊浦の旬ツアー（漁港散策、いちご狩り、野菜収穫、居酒屋ランチ等） 

              154組  1,169名 売上 5,942,108円 

・ホタテ釣り選手権体験   29組  1,573名 売上 3,675,240円 

・その他体験        10組           売上  436,620円 

         【合計】193組 2,742名 売上 10,053,968円 

 

※国籍別内訳 （多国籍グループがあったため、上記組数と不一致） 

・シンガポール  56組 289名  ・日本    71組 1,768名 

・台湾        6組 103名  ・タイ      3組 347名 

・フィリピン    11組 100名  ・マレーシア  10組 48名 

・オーストラリア  9組 32名    ・アメリカ   15 組 98名 

・ドイツ      2組  3名  ・カナダ     5組  20名 

・ブラジル     1組  1名  ・スペイン    1組   2名 

・香港       2組 24名  ・インドネシア 1組   6名 

・欧米豪（団体）  3組 40名 

 

実施体制 

 

【実施体制の概要】 

一般社団法人噴火湾とようら観光協会が母体となり、メンバーには、行政、商

工会、信用金庫、漁業協同組合、農業協同組合、宿泊施設、交通事業者、民間

の旅行会社など多様な関係者が参画するなど官民が密接に連携した運営を実

施。 

 

【実施体制図】 
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２．観光地域づくり法人がマネジメント・マーケティングする区域 
 

【区域の範囲が分かる図表 対象区域：北海道豊浦町】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪豊浦町の位置≫              ≪周辺エリアとの位置関係≫ 

 

【区域設定の考え方】 

豊浦町は、北海道胆振管内の西端に位置する農業、漁業を基幹産業とする町で、南は噴火湾、北は

ニセコ地域、東は洞爺湖に接している。町全体が噴火湾に向かって緩く傾斜した丘陵地にあり、その

大半が森林地帯である。また、噴火湾に面した西側の海岸線は断崖絶壁が続き、優れた景観地となっ

ている。 

近年、訪日観光客の急増など、我が国における観光の状況は大きく変化しており、豊浦町において

も、そうした変化に対応できる新たな観光の展開が求められているが、それらの課題を解決し、地域

住民が郷土に対する誇りと愛着を醸成する豊かな地域づくりに繋げていく「小さな町の新たな挑戦」

を展開し、豊浦町内における観光産業の健全な発展と、地域経済の活性化及び文化の向上に寄与する

事を使命として、一般社団法人噴火湾とようら観光協会を主体とした地域ＤＭＯを設置し、豊浦町全

域を区域設定とするのが適切である。 
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【観光客の実態等】 

豊浦町の観光入込客数は下記の通りである。その内訳は、概ね全体の９５％が日帰り客で、

５％が宿泊客となっている。日帰り客の内訳は「天然豊浦温泉しおさい」及び「道の駅とよう

ら」利用者で日帰り客全体の８４％を占めており、豊浦町観光におけるこの２施設の存在は大き

い。また、宿泊客に関しては、宿泊客全体の約７５％がキャンプ場利用者となっているのが特徴

といえる。 

なお、新型コロナウイルス感染拡大の影響による町内観光施設の臨時休業や町内全てのキャン

プ場閉鎖に伴い、令和２年度より観光入込客数は大幅に減少している。 

【観光入込客数】 Ｈ２６年度 ３７．２万人（２．０万人） 

          Ｈ２７年度 ３７．６万人（２．１万人） 

          Ｈ２８年度 ４２．０万人（２．２万人） 

          Ｈ２９年度 ４０．３万人（２．２万人） 

          Ｈ３０年度 ４１．６万人（２．２万人） 

Ｒ １年度 ４１．１万人（２．３万人） 

Ｒ ２年度 ２６．９万人（０．２万人） 

          Ｒ ３年度 ２５．５万人（０．２万人） 

          Ｒ ４年度 ３１．６万人（１．７万人） 

          Ｒ ５年度 ３４．１万人（１．６万人）※（ ）内は宿泊者数（内数） 
 

【観光資源：観光施設、商業施設、自然、文化、スポーツ、イベント等】 

■自然資源 

・山岳（昆布岳） 

・海岸景観（礼文華海岸） 

・滝・渓谷（ポンベツの滝） 

・その他自然現象など（洞爺湖有珠山ジオパーク ※日本初の世界ジオパーク認定） 

■歴史・文化資源 

・史跡・名勝・観光スポット（カムイチャシ史跡公園、日本一の秘境駅小幌駅、小幌洞窟、礼文

華遺跡、文学碑公園、インディアン水車、イザベラ・バードの道、噴火湾ホタテ養殖発祥の地

碑） 

■観光施設 

・道の駅（道の駅とようら） 

・展望台（噴火湾展望公園） 

・海水浴場（豊浦海浜公園） 

・キャンプ場（豊浦海浜公園キャンプ場、高岡オートキャンプ場、大岸シーサイドキャンプ場、 

礼文華海浜公園キャンプ場、豊浦森林公園キャンプ場） 

・パークゴルフ場（豊浦渚パークゴルフ場） 

・温泉（天然豊浦温泉しおさい） 

・観光体験施設（すいしゃ） 

■イベント 

・とようらいちご豚肉まつり（例年 6月上旬の日曜日開催） 

・豊浦漁港豊漁まつり（例年 10月上旬開催） 

・まるごと豊浦 北の収穫祭（例年 3月上旬開催） 

・世界ホタテ釣り選手権大会 

■特産品 

・農産物（イチゴ、アサツキ、豚肉） 

・海産物（ホタテ、サケ） 
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【宿泊施設：域内分布、施設数、収容力、施設規模等】 

・天然豊浦温泉しおさい（18畳の和室 9部屋（最大 8名宿泊可/部屋）、ツイン 2部屋） 

・民宿美音（4室） 

・Guest House 佐藤商店（男女別ドミトリー、最大 20名宿泊可） 

 
【利便性：区域までの交通、域内交通】 

■札幌方面から 

 一般道利用   国道 230号経由で約 2時間 30分 

 高速利用の場合 札幌南 ICから豊浦 ICで約 2時間 

 ＪＲ利用の場合 札幌→豊浦 約 2時間 30分 

[札幌駅→(特急)→洞爺駅→(乗り換え･普通列車)→豊浦駅] 

■函館方面から 

 一般道利用   国道 5号線→国道 37号線で約 2時間 30分 

 高速利用の場合 函館新道→大沼 IC→豊浦 ICで約 2時間 

 ＪＲ利用の場合 函館→豊浦 約 2時間 

[函館駅→(特急)→洞爺駅→(乗り換え･普通列車)→豊浦駅] 
 

【外国人観光客への対応】 

・旅行会社のインバウンド部門の担当者等を対象に各種体験プランやモデルコースの紹介を 

行い、訪日外国人誘致に取り組んでいる。 

・外国人観光客にスムーズな対応が行えるよう、町内飲食店向けに文章や単語を指さして意思 

疎通ができるコミュニケーションシートを制作し、配布、活用を促している。 

・体験プログラムの受入で、世界１４か国より累計１２５組１，８９６名の訪日外国人観光客の

受入を行っている。（国籍別内訳はＰ.１０に記載） 

・北海道観光振興機構の「地域の魅力を活かした観光地づくり推進事業 」を活用し、ATWS2023

に向けた町内プログラムの磨き上げを行った。アドベンチャートラベル顧客のベースのニーズ

とされる持続可能な観光もしくは持続可能な観光商品になっているかどうか（サステナブル）

に焦点をあて、国内在住の欧米豪の外国人や、通訳案内士、旅行会社社員等を招聘し、サステ

ナブル要素でのプラン磨き上げのためのモニターツアーを 2回（令和 3年 10月 8日、10月 23

日）実施し、観光資源の磨き上げを行った。 

・エージェントと協働し、ATWS2023の公式エクスカーションである PSA（Pre-Summit 

Adventure）のプランを造成し、2023年 9月の本番に向けた行程の見直し等を実施した。 

・隣接する長万部町、黒松内町と協働し、2030年北海道新幹線の長万部駅開業に向けた地域連携

での周遊プラン造成のための、町内観光資源の磨き上げを実施した。大手旅行会社や通訳案内

等を招聘し、3町を 3泊 4日で巡る周遊プランのうち、キャンプ場への宿泊及び、地域の飲食

店での食事、一次産業（漁業）に焦点をあてたガイドツアーの実施など、3泊 4日全体のスト

ーリーに沿った磨き上げを実施した（令和 4年 11月 8日～11月 11日の 3泊 4日で実施）。 

・エージェントと協働し、ATWS2023の公式エクスカーションである PSA（Pre-Summit 

Adventure）のプランを造成し、令和 5年 9月 8日に、海外メディア、インフルエンサー、バ

イヤー等 10名の受入を実施した。 
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３．各種データ等の継続的な収集・分析 

 

収集するデータ 収集の目的 収集方法 

旅行消費額 
観光による地域への経済効果算出の

ため。 

町内観光施設での観光客アンケート

調査（対面調査）により収集。 

延べ宿泊者数 宿泊者数の推移を把握するため。 
行政がとりまとめている延べ宿泊者

数実績データを活用。 

来訪者満足度 
観光振興に対する現状分析を行い、

今後の観光施策に活用するため。 

町内観光施設での観光客アンケート

調査（対面調査）により収集。 

リピーター率 
リピーター顧客の動向を把握し、戦

略立案に繋げるため。 

アンケート調査を自主事業として実

施。 

ＷＥＢサイトのアクセス状況 
地域に対する顧客の関心度や施策の

効果等を把握するため。 

グーグル・アナリティクス等を活用

して実施。 

インバウンド体験受入数 
観光客の利用状況を把握し、今後の

観光施策に活用するため 。 
年間の体験受入数実績より収集。 

キャンプ客観光消費単価 
観光客の利用状況を把握し、今後の

観光施策に活用するため 。 

キャンプ場での観光客アンケート調

査（対面調査）により収集。 

 

４．戦略 

（１）地域における観光を取り巻く背景 
当法人は民主導・官バックアップによる一般社団法人として観光地域づくり活動を推進するにあた

り、「公的事業・自主事業・受託事業」の３事業を主軸とした「小さな町の新たな挑戦」を展開し、

豊浦町内における観光産業の健全な発展と、地域経済の活性化及び文化の向上に寄与する事を使命と

して各種事業に取り組んでいる。 

地域経済活性化という視点では、喫緊の課題として「人口減少」がもたらす経済的な負の影響を観光

振興によってどのように克服していくのかが重要となるが、一方で住民が地域に対する誇りや郷土愛

を醸成する取り組みも重要視し、こうした地域の課題に対し候補ＤＭＯである当協会が中心となり、

様々な地域資源を活用した観光地域づくりを図ることとしている。 

（２）地域の強みと弱み 
 好影響 悪影響 

内部

環境 

強み（Strengths） 

・新千歳空港⇔函館、札幌⇔函館の移動ルー

トの大動脈である道央自動車道沿いに位置す

る立地。 

・近隣に洞爺湖温泉、登別温泉、ニセコエリ

アなど一大集客地を有する立地。 

・安全に楽しめる海水浴場、多様なキャンプ

場 

・いちご、ホタテ、豚肉に代表される豊富な

一次産業資源、食に関するブランド 

弱み（Weaknesses） 

 

・宿泊のキャパが少ない。 

・道の駅、しおさい、キャンプ場に観光客の

来訪が偏っている。 

・食品加工を行う会社が少ないため、特産品

のほとんどが地元で二次加工されず、原材料

のまま町外に流出している。そのため、お金

が地域に循環せず、就労の機会も拡大してい

かないという課題がある。 

外部

環境 

機会（Opportunity） 

・2020年 7月ウポポイ開業 

・2023年 ATWS北海道開催 

・2025年大阪・関西万博開催 

・2030年度末北海道新幹線札幌延伸予定 

・世界的な国際観光客数の増加 

・キャンプ、アウトドアブーム 

・コロナ禍を経ての旅行スタイルの多様化 

・円安 

脅威（Threat） 

 

・国内の物価高騰 

・日本人の人口減少、少子化、高齢化 

・国際情勢の不安定化による旅行控え 

・道内主要観光地以外における地域間の 

  競争力強化 
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（３）ターゲット 
○第１ターゲット層 【海外】自然や歴史、文化、産業に関心が高い富裕層（ＦＩＴ） 

・訪日外国人（インバウンド）の個人又は小グループ 

・オーダーメード型。地域の自然や、歴史、文化、産業等に興味強い。 

・シンガポール、マレーシア、フィリピン、インドネシア、タイ、欧米豪等。 

○選定の理由 

 豊浦町における観光施設やガイド人材などソフト面での特性や受入キャパシティを考慮し、少人数

での旅行客（個人又は小グループ）の受入れに重点を置くこととした。また、旅行形態に関しては、

可能な限り顧客の興味にあわせて地域の自然や歴史、文化、産業等を深く知ってもらいたいという観

点から、誰に対しても同じものを提供する定型の募集型パッケージツアーではなく、顧客の興味に合

わせて内容を調整することができる受注型のオーダーメードツアー客の受入れに重点を置くことにし

た。 

選定の根拠として、取引件数が最も多い旅行会社へのヒアリングから、平成 30年の当協会設立当

初から受入を行っている受注型オーダーメードツアーのお客様の平均単価が 1人あたり 40万円～50

万円（飛行機代を除く、現地での体験、宿泊、交通等の金額合算。北海道内での平均滞在期間は 1週

間）の顧客層であることから、その金額を支払うことができる層をターゲットとした。 

これまでの当協会の体験プログラムへのインバウンド受入れ実績として、令和元年度国外客 453名

の内、シンガポール 51名、タイ 347名、マレーシア 1名と東南アジアが 399 名（88％）を占めるた

め、引き続き東南アジアをターゲットエリアとする。 

近隣にニセコや洞爺湖、登別等、北海道を代表する国際観光地を有する好条件の立地を活かして、

一大観光地からターゲットを絞っての誘客を目指す。 

 また、欧米に関しては、令和 5年 9月に北海道でアドベンチャートラベルワールドサミットが開催

され、当町も本大会前のプレサミットアドベンチャーに一部コンテンツが含まれるなど、ATWSの機会

を最大限活用し、今後の AT層の誘客の拡大を見据えているため、欧米もターゲットとする。 

 

○取組方針 

広域連携を中心とした誘客プロモーション活動や各種商談会、旅行博等に積極的に参加するととも

に、観光マネジメントやマーケティング等を行い、地域の自然・文化・歴史・食・産業などの観光資

源を活かして顧客満足度の高い観光商品を開発し、これを観光客誘致に活用することで、外貨獲得や

雇用創出を促進し、地域住民が郷土に対する誇りと愛着を醸成する豊かな地域づくりに繋げていく。 

○第２ターゲット層 【国内】キャンプや自然体験に興味が強い都市部の観光客 

・札幌市、又は札幌周辺居住者 

・家族（イメージ：大人 2名、中学生１名、小学生 1名） 

・キャンプ中～上級者（繁忙期以外にも動く層） 

○選定の理由 

町内に５つのキャンプ場を有し、宿泊客全体の約７５％がキャンプ場利用者（Ｈ29年度宿泊客数

22,029人中 16,849人がキャンパー宿泊者）であることから、本町の強みを活かしての誘客を目指

す。 

 また、令和４年度「豊浦町観光客アンケート調査」で把握した豊浦町に来ているキャンプ客の属性

データから、回答者の 60％を占める「札幌市、又は札幌周辺居住」かつ、同じく回答者の割合の

86％を占める「家族」をターゲット属性とし、繁忙期のピークで受入キャパシティが限られているハ

イシーズン（7/20～8/20頃）に利用が想定される「キャンプ初心者層」ではなく、多少ピークを外し

た時期（8/20～9月下旬）でも動くことが想定される「キャンプ中～上級者」をターゲットとして選

定することとした。 

○取組方針 

札幌市近郊のキャンプ場に比べて、札幌からのアクセスに時間がかかる分、洞爺湖など周辺での楽

しみ方を含むエリアでの魅力を発信することで、誘客に繋げる。 

道内キャンプ場で類似する価格帯の競合と比較した上で、価格に見合った満足度が得られる理由

（設備の充実度、サービスの良さ、豊浦ならではの価値等）を訴求する。 
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（４）観光地域づくりのコンセプト 
①コンセプト 「小さな町の新たな挑戦」 

 ～噴火湾の豊かな暮らしを満喫～ 

②コンセプトの考え方 豊浦町の町民が愛着を持ち、誇りに感じている「噴火湾の豊かな暮ら

し」を、来訪者にもおすそ分けすることを観光地域づくりのメインコンセ

プトとする。 

豊浦町の自然、文化、歴史、そして産業、人など、この地でホタテ養殖

やイチゴ栽培など、幾多の苦難にも負けずに挑んできた先人の思いを受け

継ぎ、これからも誇りを持って笑顔で暮らしていくために、豊浦町は観光

地域づくりに取り組むこととする。 

「噴火湾の豊かな暮らし」とは、具体的には、美しい海岸線（朝日、夕

日、青空、潮風）を見ながらの滞在や、地元住民との交流、美味しい四季

の山海の幸（噴火湾ホタテ養殖発祥の地、鮭の稚魚放流、豊浦いちど、

SPF豚、和牛、米、アサツキ、行者ニンニク等）等である。 

これらの魅力をコンテンツ化し、各種ＫＰＩを実現するため町民とともに

頑張る組織を、噴火湾とようら観光協会と位置付ける。 

 

 

 

 

５．関係者が実施する観光関連事業と戦略との整合性に関する調整・仕組み作り、

プロモーション 
  

項目 概要 

戦略の多様な関係者との

共有 

※頻度が分かるよう記入

すること。 

通常総会、理事会 

・当協会の社員として行政を含む地域内外の関連事業者が参画すること

で、関係者の相互理解、地域づくりの認識の共有化を図るとともに、

施策等の具体化に向けて各種専門部会を必要に応じて適宜開催し検討

する。 

・当協会総会を年１回、理事会を年３回程度開催する。 

・行政との連携を深め、情報共有、施策の検討のため、町産業観光課と

月２回の定例ミーティングを開催する。 

観光客に提供するサービ

スについて、維持･向上・

評価する仕組みや体制の

構築 

・各種収集データに基づいた分析結果の報告ならびに、評価を戦略へフ

ィードバックする。 

・総会、理事会、町との定例ミーティング等において分析結果を共有す

る。 

・着地型観光プログラムや地域資源を活用した旅行商品等の磨き上げを

含めた品質の向上と改善を実施する。 

観光客に対する地域一体

となった戦略に基づく一

元的な情報発信･プロモー

ション 

・当協会が運営する観光情報サイト「豊浦旅ごころ」での一元的な情報 

発信を行う。 

・YouTube活用による動画配信を行う。 

・Facebook、Instagram活用による、頻度の高い情報発信を行う。 

・「広報とようら」等にて、当協会の取組みについて町民向けに情報 

発信し、観光地域づくりに関する意識啓発を行う。 
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６．ＫＰＩ（実績・目標） 

 

（１）必須ＫＰＩ 

※括弧内は、訪日外国人旅行者に関する数値 

 

目標数値の設定にあたっての検討の経緯及び考え方 

【検討の経緯】 

平成２９年度に豊浦型ＤＭＯ観光地域づくり事業で実施した来訪者アンケート調査結果をもとに、

噴火湾とようら観光協会で検討・協議を経て設定。具体的なＫＰＩの設定は以下の考え方に基づい

て設定した。 

 

【概 要】 

当協会の基本方針では、豊浦町内における観光産業の健全な発展と、地域経済の活性化及び文化の

向上に寄与することを使命としているが、地域経済活性化という視点では、喫緊の課題として「人

口減少」がもたらす経済的な負の影響を、観光振興によってどのように克服していくのかが重要と

なる。 

そこで、ＫＰＩの設定において、まず当地域において５年間で減少する内需の推計値を算出し、こ

の推計値のうち観光振興でリカバーするコミット率を設け、このコミット分を観光振興におけるＫ

ＧＩとして設定する。つまり観光消費額こそが本ＤＭＯのＫＧＩとなる。 

このＫＧＩ達成に向けてＫＰＩを設定した。以下、このプロセスを示す。 

 

≪人口減少による内需の推定値≫ 

家計調査によると北海道全家計における 1人当たりの年間消費額は 1,246,483円である。 

（令和５年総務省統計局「家計調査」) 

一方、令和６年から令和１２年にかけて豊浦町で減少する人口は推定で年平均約 57.5人。 

（令和５年度末の人口 3,420 人。令和１２年度末には約 3,017人の見通し） 

これらの数値から、以下の仮定を設けて簡便的に推計値を算出した。 

 

 

指標項目  
2021 

（Ｒ３） 

年度 

2022 

（Ｒ４） 

年度 

2023 

（Ｒ５） 

年度 

2024 

（Ｒ６） 

年度 

2025 

（Ｒ７） 

年度 

2026 

（Ｒ８） 

年度 

●旅行消費額 

（百万円） 

目

標 

549 570 591 528 543 557 

（―） （―） （―） （―） （―） （―） 

実

績 

420 675 514 
   

（―） （―） （―） 

●延べ宿泊者数 

（千人） 

目

標 

22.9 23.1 23.3 17.6 17.8 18.0 

（―） （―） （―） （―） （―） （―） 

実

績 

1.9 17.5 16.9 
   

（―） （―） （―） 

●来訪者満足度 

（％） 

目

標 

68.5 69.0 69.5 70.0 70.5 71.0 

（―） （―） （―） （―） （―） （―） 

実

績 

65.7 73.0 96.0 
   

（―） （―） （―） 

●リピーター率 

（％） 

目

標 

86 86 86 86 86 86 

（―） （―） （―） （―） （―） （―） 

実

績 

89 74 89 
   

（―） （―） （―） 
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≪諸仮定≫ 

仮定１．個人の消費活動はすべて豊浦町で行われる。 

仮定２．機会損失を推計するために社会減と自然減いずれの場合においても、それらが 

発生しなかった場合に令和５年まで当該地に居住し消費活動を行うものとする。 

仮定３．人口減少は各年で等分に発生する。 

仮定４．町民 1人当たりの消費額は、北海道全域の平均値と同値である。 

 

以上の仮定によって、令和６年から令和１０年にかけて、人口減少によって発生する内需の 

減少(＝内需の機会損失)は以下の計算式によって導出できる。 

 

◆内需の機会損失(令和６年から令和１０年)＝ 

（町民 1人当たりの消費額）×（１年間あたりの人口減少数）× Ｎ（Ｎ＋１）／２ 

 

この計算によると令和１０年までの人口減少による内需の減少は以下の数値となる。 

 

【減少する内需】 ： 1,075,091千円（５年総額） 

 

これらの減少する内需をリカバーするためには、令和６年を起点として観光消費額の増加分によっ

て補っていく必要がある。上記の減少する内需のうち、約２０％を観光消費額の伸びで補っていく

こととした。 

 

よって、本ＤＭＯが目指す令和１０年までの計画におけるＫＧＩは以下となる。 

ＫＧＩ：令和５年度の観光消費額（514,498千円）を基準として、令和１０年度まで各年度の 

観光消費額の増加合計額が 215,018千円 ※減少する内需の２０％ 

ＫＰＩ(観光消費額)：令和６年からスタートして、前年比約 14,335千円の純増 

来訪者満足度やリピーター率については、令和２年度から開始した観光客アンケート調査によっ

て、必要な数値を翌年以降の目標設定に反映している。 

 

重要なことはＫＧＩ達成に向けた「効率的」な施策の展開であり、観光消費単価の上昇を重要視す

る。またこうしたＫＰＩとＫＧＩの関係性に関する仮説の形成には、適宜外部アドバイザーの支援

を得ることを想定している。 

 

【設定にあたっての考え方】 

●旅行消費額 

令和５年度実績値を基準として、前述のＫＧＩ達成に向けた設定としている。 

●延べ宿泊者数 

豊浦町観光客入込数調査を基準に抽出。コロナ禍を経て、令和 4年度よりキャンプ場の利用上限組

数を設定したことにより、令和 6年度以降の延べ宿泊者数の目標数値に関する修正を行った。令和

4年度の延べ宿泊者数の 17.5千人を基準として再設定し、現実的な伸び率の設定という観点から、

前年度微増の各年度約 1.01倍の増加を目標とした。数の拡大のみを追い求めるのではなく、数と

質のバランスをとることへ方針を修正した。 

●来訪者満足度 

令和２年度より調査（当観光協会で行っている「観光客アンケート調査」）を実施し、それを基に

各年度 0.5％増加を目標としている。 

●リピーター率 

令和２年度より調査（当観光協会で行っている「観光客アンケート調査」）を実施し、それを基に

現数値維持を目標としている。現数値維持を目標とする理由は、リピーター率に関して、基準とし

ているデータを取り始めた令和２年度の実績 86％は既に比較的高い数値であると認識しており、新

規顧客も一定数獲得する必要があると考えるため、そのような目標設定としている。 
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（２）その他の目標 

※括弧内は、訪日外国人旅行者に関する数値 

 

指標項目及び目標数値の設定にあたっての検討の経緯及び考え方 

【検討の経緯】 

人口減少による地域消費の目減りを、各種観光地域づくりにより交流人口拡大を図ることでリ

カバーすることを KGIとして設定し、それを基準に各種目標数値を設定している。 

 

【設定にあたっての考え方】 

●住民満足度 

住民満足度の調査として、当協会として毎年郷土愛と誇りの醸成を目的とした「ふるさと学

習」の授業を行っている豊浦中学校の生徒に対してアンケート調査を実施。国内外からの観光

客が豊浦町に来ることが喜びや誇りに繋がるかという質問に対して、「喜びや誇りを感じる」と

回答する学生の割合を集計している。目標値に関しては、過去の実績を基準とし、回答者の 9

割が「喜びや誇りを感じる」と回答する割合を目標として設定している。 

●インバウンド体験受入数 

過去の実績を基準とし、各年度５組増で設定。 

●キャンプ客の観光消費単価 

 過去の実績を基準とし、各年度 200円ずつ増加を目標に設定。 

●ホームページアクセス【ＰＶ】 

過去の実績を基準とし、キャンプ場予約システムの導入効果も見込み設定。 

 

 

 

 

 

 

 

指標項目  
2021 

（Ｒ３） 

年度 

2022 

（Ｒ４） 

年度 

2023 

（Ｒ５） 

年度 

2024 

（Ｒ６） 

年度 

2025 

（Ｒ７） 

年度 

2026 

（Ｒ８） 

年度 

●住民満足度 

（％） 

目

標 

― ― ― 90 90 90 

（―） （―） （―） （―） （―） （―） 

実

績 

― 89 89    

（―） （―） （―） 

●インバウンド 

体験受入数 

（組） 

目

標 

― ― ― ― ― ― 

（40） （45） （50） （55） （60） （65） 

実

績 

― ― ― 
   

（0） （21） （50） 

●キャンプ客の 

観光消費単価 

（円） 

目

標 

3,400 3,600 3,800 4,000 4,200 4,400 

（―） （―） （―） （―） （―） （―） 

実

績 

0 4,376 3,268 
   

（―） （―） （―） 

●ホームページ 

アクセス 

（ＰＶ） 

目

標 

145,000 150,000 155,000 160,000 165,000 170,000 

（―） （―） （―） （―） （―） （―） 

実

績 

349,072 309,683 226,510 
   

（―） （―） （―） 
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７．活動に係る運営費の額及び調達方法の見通し 
 

※少なくとも今後３年間について、計画年度毎に（１）収入、（２）支出を記入すること。 

※現に活動している法人にあっては、過去３年間の実績も記入すること。 

 

（１）収入 
年（年度） 総収入（円） 内訳（具体的に記入すること） 

2021（Ｒ３） 

年度 

80,380,964（円） 【町からの補助】30,799,000 円 

【自主事業収入】757,036 円 

【受託事業収入】36,308,000 円 

【雑収入】448,671 円 

【繰越金】12,068,257 円 

2022（Ｒ４） 

年度 

93,494,857（円） 【町からの補助】29,622,000 円 

【自主事業収入】3,260,186 円 

【受託事業収入】47,512,617 円 

【雑収入】735,834 円 

【繰越金】12,364,220 円 

2023（Ｒ５） 

年度 

103,966,060（円） 【町からの補助】27,548,000 円 

【自主事業収入】5,228,992 円 

【受託事業収入】52,623,974 円 

【雑収入】191,557 円 

【繰越金】18,373,537 円 

2024（Ｒ６） 

年度 

101,196,100（円） 【町からの補助】27,650,000 円 

【自主事業収入】5,220,000 円 

【受託事業収入】51,300,000 円 

【雑収入】630,488 円 

【繰越金】16,395,612 円 

2025（Ｒ７） 

年度 

101,196,100（円） 【町からの補助】27,650,000 円 

【自主事業収入】5,220,000 円 

【受託事業収入】51,300,000 円 

【雑収入】630,488 円 

【繰越金】16,395,612 円 

2026（Ｒ８） 

年度 

101,196,100（円） 【町からの補助】27,650,000 円 

【自主事業収入】5,220,000 円 

【受託事業収入】51,300,000 円 

【雑収入】630,488 円 

【繰越金】16,395,612 円 
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（２）支出 
年（年度） 総支出（円） 内訳（具体的に記入すること） 

2021（Ｒ３） 

年度 

68,016,744（円） 【公的事業費】10,174,678 円 

【自主事業費】  579,745 円 

【一般管理費】25,942,646 円 

【受託事業等経費】31,319,675 円 

2022（Ｒ４） 

年度 

75,121,320（円） 【公的事業費】8,998,886 円 

【自主事業費】1,239,867 円 

【一般管理費】27,879,595 円 

【受託事業等経費】37,002,972 円 

2023（Ｒ５） 

年度 

87,570,448（円） 【公的事業費】3,283,402 円 

【自主事業費】1,641,757 円 

【一般管理費】40,296,985 円 

【受託事業等経費】42,348,304 円 

2024（Ｒ６） 

年度 

101,196,100（円） 【公的事業費】4,288,000 円 

【自主事業費】2,192,000 円 

【一般管理費】43,520,000 円 

【受託事業等経費】51,196,100 円 

2025（Ｒ７） 

年度 

101,196,100（円） 【公的事業費】4,288,000 円 

【自主事業費】2,192,000 円 

【一般管理費】43,520,000 円 

【受託事業等経費】51,196,100 円 

2026（Ｒ８） 

年度 

101,196,100（円） 【公的事業費】4,288,000 円 

【自主事業費】2,192,000 円 

【一般管理費】43,520,000 円 

【受託事業等経費】51,196,100 円 

 

 

 

（３）自律的･継続的な活動に向けた運営資金確保の取組･方針 
運営資金については、町からの補助金・委託費及びその他収入を充てることで町理事者や担当者との

協議は行っているが、自律的収益事業として、地域の観光資源を組み合わせた「豊浦町ならでは」の

体験プログラムの企画開発（漁港散策＆ランチツアー、TOYOURA世界ホタテ釣り選手権の体験版、日

本一の秘境駅「小幌駅」を目指す小幌トレッキング体験等）や、夏季繁忙期のキャンプ客向けの着地

型旅行商品の企画開発（豊浦海浜公園でのＳＵＰヨガ体験、噴火湾クルーズ体験、令和４年度から町

内キャンプ場に新たに設置されたスノーピークのトレーラーハウス「住箱」を活用した宿泊滞在型体

験プラン等）、漁協や農協と連携し、特産品を活用した商品開発（令和５年度より当協会が「豊浦町

地場産物販売加工施設」の指定管理者として同施設の有効活用や町内生産者とも連携した新商品の開

発販売やふるさと納税返礼品の拡充を実施）を行うことで、稼ぐことのできる自主事業を推進し経営

基盤の安定を図る。 
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８．観光地域づくり法人形成・確立に対する関係都道府県・市町村の意見 
 

北海道豊浦町は、（一社）噴火湾とようら観光協会を本町における地域ＤＭＯとして登録したいの

で、一般社団法人噴火湾とようら観光協会とともに申請します。 

 

 

 

９．マネジメント・マーケティング対象区域が他の地域連携ＤＭＯ（県単位以外）

や地域ＤＭＯと重複する場合の役割分担について（※重複しない場合は記載不要） 

 

重複しない 

 

 

１０．記入担当者連絡先 
 

担当者氏名 岡本 貴光 

担当部署名（役職） （一社）噴火湾とようら観光協会（事務局長） 

郵便番号 〒049－5412 

所在地 北海道虻田郡豊浦町字旭町 21 ｰ 2 ＪＲ豊浦駅２階 

電話番号（直通） 0142-83-2222 

ＦＡＸ番号 0142-82-3088 

Ｅ－ｍａｉｌ t.okamoto@toyoura-feel.com 

 

 

１１．関係する都道府県・市町村担当者連絡先 
 

都道府県･市町村名 北海道豊浦町 

担当者氏名 長谷部  晋 

担当部署名（役職） 水産商工観光課（課長） 

郵便番号 〒049-5416 

所在地 北海道虻田郡豊浦町字船見町１０ 

電話番号（直通） 0142-83-1408 

ＦＡＸ番号 0142-83-2129 

Ｅ－ｍａｉｌ hasebe.shin@town.toyoura.hokkaido.jp 

 



【マネジメント・マーケティング対象とする区域】
北海道虻田郡豊浦町
【設立時期】 平成30 年6 月20 日
【設立経緯】
③区域の観光協会がDMO に移行
【代表者】 金丸孝
【マーケティング責任者（ＣＭＯ）】 徳田照男
【財務責任者（ＣＦＯ）】 秋田雅道
【職員数】 6人（常勤5人、非常勤1人）
【主な収入】 （令和5年度決算）
受託事業（52.6百万円） 、町補助金（27.5百万円）
【総支出】 （令和5年度決算）
87.5百万円 
【連携する主な事業者】
豊浦町商工会、いぶり噴火湾漁業協同組合、とうや湖農業協同組合、
天然豊浦温泉しおさい、北海道旅客鉄道株式会社 洞爺駅、伊達信用金庫、北海
道新聞社室蘭支社、株式会社北海道宝島旅行社、北海道豊浦アイヌ協会他

項目
2021
（R3）年

2022
（R4）年

2023
（R5）年

2024
（R6）年

2025
（R7）年

2026
（R8）年

旅行
消費額

(百万円)

目標
549 570 591 528 543 557

（―） （―） （―） （―） （―） （―）

実績
420 675 514

― ― ―
(―) (―) (―)

延べ
宿泊者数

(千人)

目標
22.9 23.1 23.3 17.6 17.8 18.0
(―) (―) (―) (―) (―) (―)

実績
1.9 17.5 16.9

― ― ―
（―) (―) （― )

来訪者
満足度

(％)

目標
68.5 69.0 69.5 70.0 70.5 71.0
(―) (―) (―) (―) (―) (―)

実績
65.7 73.0 96.0

― ― ―
(―) (―) (―)

リピーター率
(％)

目標
86 86 86 86 86 86
(―) (―) (―) (―) (―) (―)

実績
89 74 89

― ― ―
(―) (―) (―)

※（ ）内は外国人に関するもの。

記入日： 令和6年7月17日

【主なターゲット】
第１ターゲット層：欧米・東南アジアの自然や歴史、文化、
産業に関心が高い富裕層（ＦＩＴ）
第２ターゲット層：キャンプや自然体験に興味が強い都市
部（札幌又は札幌周辺）の観光客
【ターゲットの誘客に向けた取組方針】
広域連携を中心とした誘客プロモーション活動や各種商
談会、旅行博等に積極的に参加し、近隣の一大観光地
（登別温泉、洞爺湖温泉等）に宿泊する旅行者が当地域
を周遊するためのモデルプラン等造成に着手し、更なる
魅力向上および周遊促進を図る。
【観光地域づくりのコンセプト】
「小さな町の新たな挑戦」

【観光資源の磨き上げ】
・ＡＴＷＳ２０２３に係る
ＰＳＡプラン造成事業
・はしっこ同盟広域周遊プラン
造成事業
・修学旅行現地研修会他

【受入環境整備】
・観光ガイド人材育成事業
・観光レンタサイクル事業
・旅行サービス手配業の登録他

【情報発信・プロモーション】
・観光ＨＰによる情報発信事業
・各種ＳＮＳによる情報発信事業
・各種マスメディア活用宣伝事業
・豊浦町「海産総選挙」開催による
ＰＲ戦略
・観光PR 動画制作事業他

【その他】
・広域連携事業
・特産品ブランディング事業他

（登録）【 地域DMO 】 一般社団法人噴火湾とようら観光協会 様式２

基礎情報

戦略

ＫＰＩ（実績・目標）

具体的な取組
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